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This paper is a result of a collaborated project of attached schools and the faculty of Human Development
of the University of Toyama “Skills acquired through art education with links of kindergarten, elementary
school and junior high school” from 2012.
Firstly we review decalcomania technique in art historical context. Secondly we look at decalcomania prac-
tice in previous researches, technique manuals and textbooks in Japanese art education. Thirdly we describe our
decalcomania practice in kindergarten, elementary, junior high and high school (Specialized vocation high
school) so as to present the universal value of this technique in art education. Finally we analyze type of paint-
ing action of decalcomania at different degree to see the change through development stages.
As a result decalcomania is valuable for art education sine it may provide broad expression than realistic
sketching practice. And it makes children and students confident of their art expression. This reconfirms its edu-
cational value that was pointed out in 1960’s.
キーワード：デカルコマニー，モダンテクニック，表現，図画工作科，美術科，学習指導要領，幼稚園，小学校，中学校，
高等学校，大学，教員養成，現職教育
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幼児 小1 小3 小6 中1 高1
直線 38.75% 220.63% 58.95% 92.85% 57.01% 124.49%
曲線 148.56% 82.38% 88.78% 96.40% 138.03% 73.04%
置く（点） 46.22% 175.74% 38.74% 133.48% 50.61% 136.34%
点々 153.73% 108.20% 57.82% 115.55% 59.74% 125.59%
こすりつけ 83.26% 134.14% 102.85% 98.43% 51.91% 118.94%
面 276.98% 150.79% 90.28% 22.62% 105.28% 59.42%
投下 55.43% 12.30% 164.43% 79.69% 131.34% 126.46%
投下線 77.68% 2.15% 156.67% 122.14% 191.71% 24.82%
凡例 ■ ≧160％ ■ ≧120％
■ ≦80% ■ ≦40%
る。当日は，デカルコマニー，ドロッピング，スク
ラッチの3種類のモダンテクニックを体験した後
に，美術館の所蔵作品でこれらの技法が用いられた
作品を鑑賞するという内容のプログラムであった。
学校の授業と比較した母親の発言は，不自由な内容
の授業が学校では行われているとも捉えかねられな
いものである。
造形教育においては発達に応じた自己評価が求め
られる。技法の習得の未熟さを意識できる段階にな
ると，他者との技法の習熟格差によって萎縮する場
合もあるだろう。本当は「見る力」が育っている事
が評価できるのだが，そのような指導はわずかであ
ろう。デカルコマニーは,用紙を開いたら絵の具を
配置した状態とは図形が変わる。幼稚園児は絵の具
を置く作業に熱中する。小学生は思い通りにならな
いから，逆にのびのびと効果を楽しむ。複雑な動き
ができるようになると，さまざまな方法を試す。中
学生はある程度効果を予測して作成し，手法を理解
していることがわかる。高校生は，すでに美術が嫌
いであると意識した者もいる集団であるが，子供返
りしたかのように実践を楽しむことのできる者もい
る。
デカルコマニーは，作為を封印する手法で，偶発
性が大きく，技能によらない描画である。従って美
術嫌いに福音をもたらすかもしれない。しかし中学
生以上になると，効果を予測した技法を編み出し，
あらかじめ描きたい形象を意図して配色する生徒が
増えていった。アートとテクノロジーはかくも密接
なのだ。
この事実を自分の教え子に指導を行う教師が認識
して造形教育の中に取り入れていくことで，造形表
現の広がりを期待させ，単に絵を描くことを実物の
通りに正確に模写を行うことのみとして捉え，美術
を嫌いな子供をつくらないことにかかっているので
はないか。
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